
 
 
 
 

伊那市 官民共創の新しいまちづくり協議会 

Ina City 

 

 

 会議名 第 22 回 まちなかエリア高度化 WG
 開催日 2026 年 1 月 27 日(火)
 開催時間 開会 9：00 閉会 10：00
 開催場所 市役所５階 502 会議室
 出席者
 協議会・WG メン

バー
会場：  
ＯＬ：黒河内貴氏、鈴木孝之氏、政金裕太氏、土田智氏、瀧内貫氏

 事務局・職員 会場：企画部企画政策課 織井邦明課長 有賀慎課長補佐、 
村田和也新産業技術推進係長

 関係者 (有)ハートビートプラン代表取締役 園田聡氏 
東京大学まちづくり研究室特任助教 新雄太氏

 欠席者 志知貴文氏、細谷啓太氏
 議事 １、次回「対話・つながり・実現の場」に関する講師との打合せ

 議事項目 概要 次のステップ
 １、次回「対話・つながり・実現の場」に関する講師との打合せ
 自己紹介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜自己紹介＞ 
・WG メンバー、事務局から 
○園田聡氏 
・2004 年創業今年 23 期目を迎える大阪市の(有)ハー

トビートプランに所属している。 
・都市デザインのコンサルタント会社であり、公民連

携という切り口で、広場、河川、道路といった公共
空間の民間活用を推進しており、そういった取組の
伴走支援が強みである。 

・10 年程前に中途入社し、3 年ほど前から共同で同社
の代表を務めている。 

・会社として、5 年前から松本城周辺の三の丸エリア
ビジョン策定に携わっている。 

・そのほかに松本市での活動としては、信州大学、松
本大学との取組や、高校生、中学生が参加する取組
に携わっている。 

○新雄太氏 
・東京大学工学部都市工学科の特任助教である。 
・都市計画を教える学科であるが、自分は建築設計が

バックグラウンドである。 
・大学のまちづくり研究室では、アンケートやインタ

ビューを基本にした研究を主としており、社会学的
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まちなかエリア
高度化 WG の概
要、これまでの
取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「対話・つなが
り・実現の場」
開催案について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な話から物理的な空間をどうするかというハード的
な話も対象としている。 

・伊那市には何度も足を運んだことがあり、新山地区
やまちなかエリアの活動にも少し関わったことがあ
る。 

・UDC 信州のアドバイザーを務めている。 
＜まちなかエリア高度化 WG の概要説明＞ 
○WG メンバー 
・伊那市では伊那北高校、伊那弥生ヶ丘高校の統廃合

をきっかけに官民共創の新しいまちづくり協議会の
取組がスタートした。 

・協議会では、新校の校舎となる現伊那北高校の最寄
り駅である伊那北駅周辺をどうするか、使われなく
なる伊那弥生ヶ丘高校の将来活用をどうするか、両
エリアをつなぐ中心市街地のまちづくりをどうする
かの 3 つをテーマとしており、それぞれワーキング
グループで取り組んでいる。 

・われわれは「中心市街地のまちづくり」を担うまち
なかエリア高度化 WG である。 

・この WG が関わるものとして、今まで 3 回、市民が
参加する「対話・つながり・実現の場」を開催して
おり、そこでの対話を通して、「歩きたくなる」、
「情報発信」、「多世代がまちづくりに関わる」と
いったことにテーマが集約されてきた。 

・これから具体的なアクションを起こすという次のス
テップに進むために、全国で活躍されており、長野
県内の事例にも精通されている新雄太さん、園田聡
さんにお話を伺いたいという話になった。 

＜これまでにまちなかエリア WG が開催した「対話・
つながり・実現の場」の概要と結果、及び今回の
「対話・つながり・実現の場」の開催案について、
WG メンバーより説明＞ 

＜説明補足＞ 
○WG メンバー 
・今回の「対話・つながり・実現の場」の大きな目的

は、発散フェーズから集約フェーズに入りたいとい
うことである。 

・今回の「対話・つながり・実現の場」をきっかけに
して、実際に活動やアクションが起きるためのドラ
イブをかけていきたい。 

・お二人の話を聴いて、具体的な主体につながる動き
になるとよいと思っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Memorandum 
Page 3 of 7 
 

Ina City

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
質疑 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・市の考えていることと市民が考えていることに乖離
がある気がしている。 

・伊那市民は市民性が高く、個々にしっかりと意見が
あり、どんどん活動もしているので、個人の活動と
市のビジョンが近づくような流れになるとよいと思
っている。 

・市のビジョンと市民やまちづくり会社などの活動が
シームレスにつながりながら実態のあるものに近づ
いていくためのアイデアをお話しいただき、市のビ
ジョンと市民活動がつながるイメージができると、
アクションを起こそうと思う人が増えるのではない
かと思う。 

○園田聡氏 
・「一人ひとりが主役になって自由に活動する環境を

つくりたい」ということを大切に考えていると思う
が、ディスカッションパートの案に「これまでの都
市計画や都市政策を踏まえて」という表現もある。
一人ひとりの自由な活動と行政のビジョンや伊那市
らしさといったことを接続することにはどんな狙い
があるか。 

○WG メンバー 
・朝マルシェや新たなお店が開店しているといった魅

力的な活動は結構起きている。それらの活動はバラ
バラに起きていて、まとまりがないように見えるの
も伊那市の特徴であり無理に集約する必要もないと
も思っているが、そもそも市のビジョン等に沿って
動いたほうがよいかどうかということ自体も議論で
きたらと思う。 

○WG メンバー 
・行政としては、中心市街地の賑わいを増やすという

ことに戦後ずっと取り組んできたのだと思う。 
・しかし、閉店するお店も増えてシャッター街とな

り、そもそも中心市街地に住んでいる人たちが賑わ
いを望んでいるかもわからなくなってきたときに、
多分行政としては何をサポートすればよいかわから
なくなってしまったのではないか。 

・そこで官民共創の新しいまちづくり協議会が設置さ
れたと理解している。 

○WG メンバー 
・松本城三の丸エリアの面白いところは、市民にわか

りやすく「ここが三の丸エリアである」と可視化さ
れ、10 のエリア(界隈)の目指す姿が明確に示される
ことで市民がどこにどう関わればよいか具体的な活
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講師お二人から
のご意見 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

動のイメージが持てるところである。そういった仕
掛けにより市民の関心が三の丸エリアに向かうとい
うプロセスが素敵だと思った。 

・伊那市でも伊那部宿や歴史的な街区はあるが、松本
城三の丸エリアのスケールを伊那市の中心市街地に
当てはめるとスケールから外れる位置にある。そう
いったスケールを中心市街地に置いてみると参加者
がイメージを持ちやすくなると思う。 

・伊那市であれば、どんなエリアが描けるのか、個々
バラバラの市民活動がこのエリア(界隈)ならつなが
って活動できるのではないか、そういったイメージ
が今度の「対話・つながり・実現の場」で持てれば
よいと思う。 

・そういったスケール感と松本市民の関心がどうやっ
て三の丸エリアに向かっていったかというプロセス
を知りたいと思っている。 

○園田聡氏 
・話を伺って状況がより理解できた。 
・新しくやりたいことのアイデアと、すでに長く続い

ている活動を全部 1 本にまとめる必要はないと思う
が、せっかくならばそれらの活動がシナジーを生む
であるとか、緩やかな方向性が共有できていて個々
の活動が最終的に全体最適になると、行政が政策的
にサポートできると思う。 

・行政が大義名分として「位置づけ」を作るのは然る
べきである。一方で「何をどうやるか」の前に「何
のためにやるか」を共有することが大切である。そ
れが共有できると、それぞれの活動が勝手に動いて
もズレが生じない。 

・松本城三の丸エリアビジョンでは、合い言葉として
「誰かに語りたくなる暮らし」という言葉が共有さ
れており、その要素として「偶然の出会い」、「選
択肢の多様さ」、「寛容さ」、「街への愛着」、
「顔が見える繋がり」がある。 

・例えば「選択肢の多様さ」であれば、スターバック
スコーヒーもコメダ珈琲もあるけれど、地元の純喫
茶もあるし、若い人がやっているサードウェーブの
コーヒー店もある。コーヒー1 杯飲むにもそんなた
くさんの選択肢があることが豊かだと思える。「顔
が見える繋がり」であれば、空き店舗対策に取り組
んだ店舗で移住者がどんどん新しいお店を始めて個
人店が増える、そもそも個人店のオーナーがいるこ
と自体に価値があると思える。「寛容さ」であれ
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ば、表現活動や音楽、クラフトが盛んなので、チャ
レンジしたくなる環境づくりのために広場や公園、
河川空間の規制緩和をどんどんやりましょう、その
結果松本は自由にいろいろできるから隣町より松本
でやろうと思ってもらえるという理屈で考えたもの
である。 

・元々、松本市としてはインバウンドなどで訪れる人
を増やしたい、交流人口を増やしたいといった目的
であった。しかし、今のトレンドを考えるとできる
だけ長期滞在してもらいそのまちの暮らしを体感し
てもらうのが一番響く旅行スタイルであるので、地
元の人がすごく楽しそうに暮らしていることが大事
だということになった。 

・そうすると、上高地にだけ来た観光客、松本城を見
に来ただけの観光客が、川沿いとか街中のオープン
テラスで楽しそうにしている市民を見て、松本って
なんか楽しそうだから今回は松本城だけ見て帰って
しまうけれどもう 1 回来たいと思ってもらえたり、
こんな自由なまちだったら 2 拠点居住をしてみたい
と思ってもらえるかもしれない。結果的に旅行代理
店がプロモーションするのではなくて、実際に訪れ
た観光客が目にして感じたことを個人の SNS で発
信して、その連鎖で「なんか松本いいらしい」とな
るのではないかという仮説である。 

・そのくらいの解像度で伊那市の目指すべき方向性
と、それをいくつかの要素として 3 本柱とか 5 本柱
を立てて、その要素が目指すべき方向性にどうつな
がるか整理できると、発散フェーズから集約フェー
ズになるきっかけになるのかと思う。 

・今までに挙がっている「情報発信」もある種の手段
であるので、情報が集まり発信できると暮らしがど
うなるのか、どういう豊かさにつながるのかといっ
たことを共有できると、市のビジョンと個々の活動
につながりが見えてくると思う。 

○新雄太氏 
・「対話・つながり・実現の場」というタイトルが良

いと思う。「実現」が入っていることで「実現」し
ていく人を増やしていきたいという気持ちが表れて
いる。 

・今までの「対話・つながり・実現の場」の参加者が
多いのにも驚いた。 

・講演パートの持ち時間は 25 分間なので、塩尻市奈
良井宿で取り組んでいる話をできたらと思う。100
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年ほど続いた夏祭りがコロナ禍で 2 年間ストップし
てしまった。そのときに改めて「何のための夏祭り
なのか？」ということを中学生全員にアンケート調
査して、ワークショップをして、実際に夏祭りが変
わったという話であり、今回の主旨に沿うと思う。 

・私のいる研究室でもちょうど「共創」というキーワ
ードに着目している。世界的にホットトピックであ
り、元々マーケティングで消費者とともに製品を作
るというという考えであったが、現在まちづくりに
応用されている。 

・今小布施町で関係人口から共創人口を作り出すとい
うプログラムに関わっている話もできるとよいと考
えており、その 2 つの事例で話題提供ができるとそ
の後につながると思う。 

・伊那市で協働のまちづくり交付金という取組がある
が、活用状況はどうか。 

 →伊那市のまちづくりに活用されているが、市内の
各地域自治区に配分されており、各地域協議会の
裁量で地域の活動に割り振られている。ある程度
自由に使える交付金であり、5 人以上の市民で作
るグループが手を挙げることは可能である。（事
務局） 

・新しい補助金等を作らなくても、今ある施策をうま
く活用できるとよいと思う。 

・当日の流れで違う話をしてしまうかもしれないが、
参加者の反応に合わせてお話できたらと思う。 

○WG メンバー 
・まちづくりの交付金など、市民が活用できるリソー

スが一覧表などで情報提供できるとよいと思う。 
・「共創」の話も、自分が携わっている JST(国立研究

開発法人科学技術振興機構）のプロジェクトがまさ
に「共創の流域治水」というプロジェクトなので、
その話題も議論できたら面白いと思う。 

○WG メンバー 
・今日お二人からいただいたご意見を踏まえて、チラ

シ作成など広報準備にむけて動いていきたい。お忙
しいところありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次回 WG で、周知広報でき
る状態まで「対話・つなが
り・実現の場」の内容を固
める。 
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■今後のスケジュール 

＜次回 WG＞ 

・2026 年 1 月 30 日(金)15:00～　市役所 2 階第 2 委員会室（オンライン併用） 

＜次回「対話・つながり・実現の場」＞ 

（まち歩きによる講師お二人へのまちなかの説明） 

・2026 年 3 月 1 日(日)9:00(仮)～　 

（「対話・つながり・実現の場」） 

・2026 年３月 1 日(日)13:00～　伊那市生涯学習センターいなっせ　5 階会議室


